
社会とともに発展し、高い信頼を寄せられる
魅力ある企業であり続けることを目指す

O u r  P h i l o s o p h y

経営理念
自由闊達 
技術のたゆまざる研鑽 
製品の高度化 
社会への貢献 経営ビジョン

高付加価値製品による感動 
（満足できる性能、コスト、品質）
を通じて、世界で信頼される 
企業グループを目指す。

価値創造の源泉
感動を創造する微細加工技術
東京応化は、ナノメートル*領域での微細化と応用技術の展開、 
技術マーケティングと新しい視点からの高付加価値技術開発により、
半導体製造をはじめとする、幅広い分野で価値を提供しています。
* 1ナノメートル（1nm）＝100万分の1ミリメートル。髪の毛の太さの約10万分の1
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T h e  C u t t i n g  E d g e

最先端半導体材料
気候変動問題の深刻化や新たな感染症の流行など、地球上に次々と現れるリスクと社会的課題の解決
に、半導体をはじめとする先端テクノロジーは大きな役割を果たしています。
東京応化は、高度な社会的・科学的課題の解決に貢献する最先端半導体向けの高付加価値材料を開発
することで、社会との共有価値を創造しています。

東京応化の半導体向け材料事業

社会との共有価値を創造

経済的価値
あらゆる産業の進化と
技術イノベーションに貢献

社会的価値
高度な社会的・科学的課題の解決を加速

環境社会の創出に貢献

東京応化のフォトレジストや高純度化学薬品 最先端半導体
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街頭
テレ
ビに
集ま
る人
々

O u r  H i s t o r y

最先端を追求し続けてきた80年
各時代の社会的課題に対し、最先端のファインケミカルで解決に貢献するビジネスモデルは、 
創業者・向井繁正の時代から受け継がれてきた当社の揺るぎないDNAです。

1940

1955

Culture社会
の期
待

tok’s Output:
国産初の高純度水酸化カリウム
→ 炭坑用キャップライト向け
 蓄電池の長寿命化
Outcome:労働者の安全
Philosophy:どのような困難があったとしても、
社会に役立つ、他社が手掛けないような製品の 
開発に挑戦したい

tok’s Output:
国産初の高純度ケイ酸カリウム
「オーカシール」
→白黒テレビ用ブラウン管の
 コストダウン
Outcome:文化・娯楽の発展
Philosophy:
他社が容易に真似できない、自分 
も他人の真似をしない、高純度品 
を主体とする、高い技術力に支え 
られたものづくり

tok’s Output:
環境対応型合成ゴム系フォトレジスト
→環境負荷の低減
Outcome:環境保護
Philosophy:
経営理念「自由闊達」に根ざす 
チャレンジ精神

オーカシールの反応装置（1960年頃） 相模工場
初の本格的なフォトレジスト工場
（1971年）

創業者 向井繁正 高純度水酸化カリウムの広告

本社川崎工場（1959年） 相模工場全景（1968年）

1971

Environmental 

Protection
社会
的課
題

社会
的課
題

Safety

昭和
初期
の炭
坑用
キャ
ップ
ライ
トと

蓄電
池（イ
メー
ジ）
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1997

2020

ICT
社会
の期
待

東京応化はこれからも、「社会の期待」に化学で応える
研究開発型企業として、最先端の価値創造に邁進します。

tok’s Output:
KrF用フォトレジスト
→ULSI*の普及
Outcome:
インターネット＆モバイル社会の創出
Philosophy:
技術のたゆまざる研鑽

tok’s Output:
EUV用フォトレジスト→5G & IoTイノベーション
Outcome:
5Gによる社会的課題の解決
Philosophy:
新技術にチャレンジし、技術を磨き、持続可能な地球の
ために、社会の期待に化学で応える

設立80周年
今後も最先端分野での
価値創造を進化させ、
「100年企業」の実現を
目指します。

相模事業所研究棟
電子顕微鏡室
（1997年頃）

同ステッパー室

韓国・TOK尖端材料社

相模事業所・新研究開発棟

2019

社会
の期
待

Innovation

*  Ultra large scale integration：1チップ当たりの半導体素子
の集積度が1,000万個を超える集積回路

005統合レポート 2019

Our Value Creation Data SectionOur Material IssuesThe Cutting Edge




